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2 Ka－ア　　　　エノキタケによる高血圧自然発症ラットにおける血圧上昇抑制作用および

　　　　　　　血中ならびに肝臓脂質に及ぼす影響

　　　　　　　埼玉大教育　Ｏ桐渕m子、川崎医療福祉大健康体育　辻　悦子

　目的：紫外線照射した乾燥エノキタケは多量のビタミンＤが生成され、うま味は増し、

比較的長期の保存に対してＤ含量も品質も変化しないことから、ビタミンＤ供給源として

日常の食生活に利用できることを報告してきたりこのエノキタケに血圧上昇抑制作用を有

するr－アミノ酪酸（GABA）が非常に多く含まれている（680mg/100g）ことから、エノキタ

ｙに血圧上昇抑制作用があれば、ビタミンＤも多く、成人病予防のために優れた機能を有

する食品になると考え、血圧上昇抑制作用とコレステロール低下作用について検討した。

　方法：高血圧自然発症ラット（SHR）を用い、エノキタケの5％抽出液を水の代わりに、

また5％粉末を含む飼料を投与し、試験期間２～３週間とし、毎週尾より採血、最後は開

腹して採血、各臓器を摘出した。血圧は非観血的方法により、コレステロールおよび中性

脂肪は酵素法により測定した。

　結果：エノキタケ抽出液、粉末およびGABAいずれも血圧上昇抑制作用は観察されなかっ

た。エノキタケ投与群では紫外線照射の有無に関係なく、いずれも肝臓コレステロールお

よび中性脂肪は著しく低下した。総血清コレステロールは有意には低下は認められなかっ

たが、HDL-コレステロールは対照より多く、HDL-Ch/Total Chは対照より大きくなってい

た。成熟ラットを使った実験では、２週間の実験期間中、血しょうコレステロ―ルは明ら
かに上昇抑制効果が認められ、エノキタケの投与により動脈硬化の予防効果は期待できる

と思われた。

　I）桐mm子：家政誌, 41, 415～421（1991)、43, 649～654（1992）

2 Ka- 8 女子学生の血中ビタミンB,量と栄養素摂取量との関係

郡山女大家政　斎藤洋子　○大岩泰子

　目的　食生活が豊かになり、国民栄養調査においても、ビタミンBi摂取量は所要量を

満たしているという結果がでている。しかし、ビタミンB,が不足しているが、その欠乏

症状が現れていない潜在的ビタミンBi欠乏者が多く存在するとも言われている。そこで

本学学生の血中ビタミンB,量を測定し、その数値を示すと共に、栄養素摂取量との関連

を検討した。

　方法　被験者は20～22才の健康な女子学生とし、期日は1888年と1990年の２回、被験者

数は計32名である。３日間秤量方式により食事記録をした後、および試験食〔高たんぱく

食(1.8g/kg),普通食(1.14g/kg),低たんぱく食(0.8g/kg)〕を５日間摂取した後の翌朝、空

腹時に採血を行った。その血液を除たんぱく後、ピタチェンジカラムを用いてビタミン

B,を分離し、チオクローム化後、高速液体クロマトグラフィーにて定量した。

　結果　血中ビタミンB,量は、日常食では平均値が66.0±35.8ng/nil、試験食においては、

高たんぱく食35.8±27. 7ng/ml、普通食75.3±35. 5ng/nil、低たんぱく食60.1±44.Ong/ml

であり、中には欠乏症といわれる40ng/mi以下の低い値を示す者もいた。エネルギー摂取

量は、日常食、高たんぱく食、普通食、低たんぱく食において、1669土222、2010士440、

1692土177､1592±229Kcalであり、たんぱく質摂取量は、57.9士12.0、91.8土15.3、63.4

土6.1、46.1±7.5g、ビタミンB,摂取量は、0,87土0.30、1.19土0.39、0.90±0.11､0.98

±0.22nigであった。エネルギー摂取量とビタミンB,摂取量の間には相関関係が見られた

が、血中ビタミンB,と栄養素摂取量の間に相関関係は認められなかった。
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